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衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
な
現
状
と
い
う
政
府
発
言
の
根
拠
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
な
現
状
と
い
う
政
府
発
言
の
根
拠
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対

す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
運
用
状
況
等
が
異
な
る
と
言
っ
て
も
、
飛
行
機
が
離
着
陸
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
普
天
間
飛
行
場
と
他
の
空
港
の
危
険
性
の
程
度
を
一
概
に
比
較
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
二
年
五
月
十
二
日
内
閣
衆
質
二
○
一
第
一
八
〇
号
）
一
及

び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

先
の
答
弁
書
（
令
和
二
年
四
月
十
七
日
内
閣
衆
質
二
○
一
第
一
六
六
号
）
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
普
天
間
飛
行

場
は
、
人
口
約
十
万
人
の
沖
縄
県
宜
野
湾
市
に
所
在
し
、
同
市
の
面
積
の
約
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
と
も
に
、
同

市
の
中
央
部
で
住
宅
や
学
校
等
に
密
接
し
て
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
危
険
性
を
一
刻
も
早
く
除
去
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
危
険
性
に
加
え
、
同
飛
行
場
に
離
着
陸
す
る
航
空
機
に
よ
る
騒
音
の
影
響
等
も
あ
り
、

同
飛
行
場
は
、
地
元
の
皆
様
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
同
飛
行
場
の
固
定
化
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

は
政
府
と
沖
縄
の
皆
様
の
共
通
認
識
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
移
設
・
返
還
の
実
現

に
向
け
、
引
き
続
き
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
を
適
切
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 


